
 

 

令和7年７月１６日 

各報道機関 御中 

 

インクルーシブな未来をともに描く―日韓の教育実践から考える― 
～ 日韓特別支援教育交流会を開催 ～ 

 

この度、宮崎大学教育学部では、「日韓特別支援教育交流会 ―インクルーシブな未来をともに描く―」を下記の

とおり開催いたしますのでご案内いたします。 

 

本交流会は、韓国・ジョンブク教育庁（全北教育庁）からの現職教員・指導主事をお迎えし、日韓両国における特別

支援教育の最新の動向や、学校現場での実践について意見を交わす国際的な学びの場です。インクルーシブ教

育の理念に基づく学校づくりや、子どもたち一人ひとりの多様な学びを支える取り組みについて、双方の実践を共

有し、未来に向けたあり方をともに考える機会として企画いたしました。 

 

本学としましては、インクルーシブ教育や特別支援教育にご関心のある多くの方々のご参加を、心よりお待ちしてお

りますので、本交流会の、広報面でご協力いただくとともに取材等についてご検討いただければ幸いです。 

 

記 

 

   ●日 時：2025年7月29日（火） 14:30～17:00 

   ●会 場：宮崎大学 附属図書館 3F 「hidamari」 

   ●費 用：無料 

   ●言 語：日本語・韓国語（通訳あり） 

   ●その他：詳細は別紙チラシを御確認ください 

 

   

＜イベントに関する問合せ先＞ 

教育学部教育臨床心理（特別支援教育）講座 

教授: 若林 上総（わかばやし かずさ） 

e-mail：wakabayashi@cc.miyazaki-u.ac.jp 

報道発表 

＜発信元＞ 

企画総務部総務広報課広報係 

TEL：0985-58-7114 

e-mail：kouhou@of.miyazaki-u.ac.jp 

～ 世界を視野に、地域から始めよう ～ 



日韓特別支援教育交流会 

テーマ：インクルーシブな未来をともに描く              

―日韓の教育実践から考える― 

 

韓国・ジョンブク教育庁（全北教育庁）からの視察団（現職教員・指導主事）を迎え、

特別支援教育の国際的な動向や学校現場での実践について意見を交わす交流会を

開催します。インクルーシブ教育の理念に基づく学校づくりや、子どもたちの多様な学

びを支える取り組みに関心のある方のご参加をお待ちしています！ 

 

日 時： 2025 年 7 月 29 日（火） 14:30～17:00 

場 所： 宮崎大学 附属図書館 ３F hidamari 

参加費： 無料 

 

プログラム 

14:30～14:35    ご挨拶   宮崎大学教育学部 学部長 戸ヶ崎泰子  

 

14:35～14:40    韓国視察団代表のご挨拶 

 

14:40～15:40    講義「権利条約と日本のインクルーシブ教育」  

                    宮崎大学教育学部 教授 若林上総 

 

15:40～15:50        休憩 

 

15:50～16:10    実践発表「通常の学級と特別支援学級の担任からとらえる 

交流及び共同学習（仮）」 

都城市立大王小学校 金丸喜紀 先生 

16:10～16:30    実践発表「韓国特殊教育現場紹介」ほか 

                             GUN-SAN 学校 キム・アラ 先生 

 

16:30～16:50    日韓の特別支援教育の未来に関するディスカッション 

 

16:50～17:00    閉会 

 

 

 



ご案内事項 

・ 発表およびディスカッションには通訳がつきます。 

・ 会場は室内履き不要・冷房完備です。 

・ 会場は図書館です。学内の方は、ご自身の ID をご持参ください。学外の方は、当

日、図書館正面入り口にて、入館用のバーコードをお渡しします。係の者が立って

おりますので、お声掛けください。 

・ 広報目的での写真撮影を行う場合があります。撮影をご遠慮される方は事前にお

知らせください。 

 

 

 

・申し込み 
7 月 23 日（水）までに、下記のリンク先のフォームに必要事項をご入力ください。 

 
https://forms.gle/4JizNZEvfkxXp5Ws5 

 

 

 

お問い合わせ 
メール宛先： 宮崎大学教育学部教育臨床心理（特別支援教育）講座 

教授 若林上総 

wakabayashi@cc.miyazaki-u.ac.jp 


